
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎司 会 三上 隆俊 副会長 

◎点 鐘 小林 八郎  会 長 

◎ソング 君が代・奉仕の理想 

◎ソングリーダー 岩下 正基 副ＳＡＡ 

◎四つのテスト  岩下 正基 副ＳＡＡ 

 

「会長挨拶」            会長 小林八郎 

 

 新緑が鮮やかで、木々を渡る風がすがすが

しい季節となりました。新型コロナの分類が

以前の 2 類から 5 類へという発表もあり、先

週のゴールデンウィークは、賑わいを見せた

ところも多いと聞いておりますが、私は、久

しぶりにのんびりと過ごすことができました。 

 さて、2 月に少しご紹介した『「利他」とは

何か』という本の中で、コロナ危機により、

若い人たちも「利他」や「贈与」について関

心が高まっているということを知りました。

それは、インターネットを活用した寄付をは

じめ、コロナ関連で支援をした若い人は、中

高年よりも倍以上と多くなっているといいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、興味深かったことは、日本がスペイ

ン風邪の第 2 波に直面していた 1920 年、今

から約 100 年前、ちょうど現代のように感染

症による危機の時代に、小説家の志賀直哉が

「小僧の神様」を書いていることです。その

小説「小僧の神様」の内容については、ネタ

バレしてしまうので割愛しますが、「利他」と

は何か、どうあるべきかについて、志賀直哉

も 100 年以上前に考えていました。 

 その他にも、パプアニューギニアで数百年

も前から伝統的に行われていた「クラ交換」、

チェーホフの「かき」の話も出てきて、東工

大の学者がさまざまな角度から「利他」につ

いて研究をしています。しかしながら、未だ

道半ばであり、結論は出ていないという印象

でした。 

 私は、専門的なことは分かりませんが、「利

他」を考え、実践する際に重要なことは、「魚

を与えるのではなく、魚の釣り方を教える」

ことだろうと考えます。食べるものがないか

らといって、魚を分け与えても、魚がなくな

ればまた空腹になってしまいます。また、子

どもたちの学校がないからと学校を建ててあ

げても、教える先生がいなければ、単なる箱

であって意味がありません。 

 したがって、「利他」や奉仕を考える上で、

先を見通す想像力、洞察力が私たちに求めら

れているのではないでしょうか？ これは、

事業を持続可能となるように考える、経営者

にとってもまた必要な力です。ロータリーク

ラブの楽しさの一つに、そのような先を見通

す力を育むこと、探究することがあるのかな

と思います。引き続き、私も皆さんと共に、

「新たな一歩」を考えて参りますのでよろし
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くお願いします。 

 さて、本日は会長エレクトの市之瀨さんに

よる次年度アワーです。私からのタスキに拘

らず、自由で快活な想いで取り組まれること

をお願い申し上げ、挨拶といたします。 

 

「理事会報告」（５/10分） 会長 小林八郎 

１）6 月の例会について 

 6/7(水)クラブ協議会 イニシエーションス

ピーチ（白井会員・高橋(良)会員） 

 6/22(木)18:00 最終例会 スエヒロ三芳店 

２）IM について 

 6/4(日)受付 15:30～ 点鐘 16:00～19:30 

 場所：ベルセゾン 

  第 1 部 各クラブ発表「コロナ禍での経

営」上野会員発表 

  第 2 部 懇談会「大栄翔、その強さとは」

トークショー 

３）会員候補者について 

 会員候補者 2 名承認。この後全会員に通知

していきます。 

 

「幹事報告」             幹事 吉原 正 

 

１．地区事務所より 4 件受信 

 ①2023-24 年度青少年交換委員より「第 54

期留学説明会」開催案内 

 日時：4 月 23 日(日) 14:00 

 場所：国立女性教育会館研修棟 201 号室 

 ②村田ガバナーからの郵便物に伴う当地区

ガバナー補佐の見解案内 

 ③地区運営に関わる重大なお知らせ 

 ④富士山でエンドポリオを発信 ポリオ撲

滅チャリティ案内 

 日時：8 月 20 日(日) 本庄 7:30 川越 8:30 

 富士登山 登録料 20,000 円 

２．志木市観光協会より令和 5 年度志木市観

光協会通常総会開催通知受信 

３．志木市青少年育成市民会議より令和 5 年

度同市民会議総会開催案内受信 

４．志木市青少年育成市民会議だより送付に

ついて受信 

５．社福）朝霞地区福祉会より朝霞地区福祉

会理事長交代通知受信 

６．すくすく卒園記念号 Vol.550 受信 

７．ハイライトよねやま Vol.277 受信 

８．バギオだより Vol.96 受信 

 

｢委員会報告｣   

●会長エレクト        会長エレクト 市之瀨正靖 

 4 月 23 日の地区研修審議事項等報告 

●社会奉仕委員会         委員長 遠藤貴博 

 

①いろは親水公園への時計塔寄附が市役所に

受理されました。 

②4 月 19 日に行われた献血活動ですが、目標

50 名に対し、59 名の方に献血を頂けまし

た。皆様ご協力ありがとうございました。 

③5 月 13 日(土)川と街をきれいにする運動で

す。皆様の参加協力をお願い致します。 

●親睦活動委員会         委員長 宮田泰彦 

 

最終例会＆新会員歓迎会 

 日時：6 月 22 日(木) 18:00 点鐘 

 場所：スエヒロ 

出席は会員の義務です。メークアップを忘れずに！  

■和光ＲＣ 毎週(月) 12：30～13：30 郵便事業(株)和光支店３F  事務局 048-465-0088 

■朝霞キャロットＲＣ 第２第４(月) 19：00～20：00 スマイルホテル ３階ホール  事務局 048-470-6811 
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●米山担当                   髙野邦夫 

 先日（4/22）元米山奨学生のソダリ・セー

ル・バハドル君の長男のお食い初めのお祝い

（ネパール式）に岩下さんと一緒に行ってき

ました。 

 仕事も元気に頑張っているようです。 

 志木クラブの皆さんにくれぐれもよろしく

とのことでした。 

 

｢今月の誕生日祝｣ 親睦活動委員長 宮田泰彦 

 

5 日 岩下正基会員 19 日 神山昌之会員 

19 日 榎本秀夫会員  22 日 坂間智子会員 

23 日 志村武一郎会員 26 日 吉原 正会員 

30 日 戸國大介会員 

 

「『ロータリーの友』記事紹介」 

        雑誌委員会 宮原克平委員 

 

『ロータリーの友』5 月号記事紹介 

 今月は青少年奉仕月間です。従って青少年

に関する記事が多く載っています。 

【横組】 

P8 リーダーを育む ロータリー青少年交

換プログラム 

 村上采（あや）経験から自分の意見を持ち、

それを発信し議論する、そして行動する。 

P10 宮脇路子 フィンランドのライフスタ

イルに魅了された。 

P12 近藤修一 当クラブへ卓話に来てくれ

た方です。 

【縦組】 

P9 麻生菜穂美 交換学生を経験。 

P34 パキスタンでの女性の活躍振りを紹介。 

P13 卓話の泉 国内の養鶏場に関する怖い

話、ぜひ、ご一読ください。 

P19 会員にとっての今年の「漢字一文字」 

 当クラブでも今年年末あたりにやってみて

は如何ですか？ 

 

「ショートスピーチ」  

「お誘い」             田中幸彦会員 

 

 最近小林会長からのお誘いがありません。

コロナのせいも有りましたが、やはり会長に

なると何かと忙しいのだろうと思っていまし

た。ところが何回か前の例会で始まる前、肩

を寄せて「田中さん、ちょっと！」久々の飲

みの誘いかなと思った瞬間、「次回ショートス

ピーチ頼むよ！」でした。という訳で今回に

なりました。 

 何を話せば良いのやら、自分の若い頃の話

はイニシエーションスピーチで話したし、ロ

ータリーに入会した切っ掛けは、小泉会長年

度の「私とロータリー」で会報に掲載してい

るし、今は特別な趣味も無し、後は仕事の事、

それじゃ野暮だし、やっぱりロータリーの事 

第２５７０地区 第２グループ各ＲＣ 例会日・会場・事務局一覧 （順不同） 

■朝霞ＲＣ 毎週(火) 12：30～13：30 埼玉りそな銀行朝霞支店 事務局 048-466-3770 

■新座こぶしＲＣ 第１第３(水) 12：30～13：30 ベルセゾン 事務局 090-1551-8380 
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しかないのかと。ということで思いつきまし

た。 

 お誘いと言えば、コロナ禍の前は年に一度

クラブの親睦旅行に誘い合い参加していまし

た。その親睦旅行だけでは物足りないという

訳ではないのですが、以前より数名の気の知

れた諸先輩方が個人的に栃木県の加仁湯温泉

に行かれており、何時しか私も誘われ参加す

るようになり、何度か一泊二日の旅行をして

きました。そこは一般車両が通行禁止の先に

ある宿で、混浴であり、冬の秘境の雪景色は

最高でした。ただ秘境なので、露天風呂に入

るまでに裸で凍った階段を降りて行かなけれ

ばならず、そこで滑って露わな格好を披露す

る破目になった方もおりました。ロータリー

の裸の付き合いの始まりです。学生時代の修

学旅行のようでした。何度か続けて行くと別

の温泉にも行きたくなり、順番で計画し、場

所を替えて行くようになりました。妻には「家

族でもそんなに行かないのに、男同士で出掛

けてどこが楽しいの！」とよく言われていま

した。新潟塩沢石打からの大沢山温泉、雪で

覆われた入口からの玄関、雪の中の温泉、囲

炉裏での一献。又、上田別所温泉かしわや別

館、群馬県法師温泉長寿館、長野渋温泉金具

屋等楽しく出掛けてきました。 

 大人のお付き合いはゴルフ、釣り、飲み会

等が一般的ですが、何々会の旅行とは別に、

男だけの小旅行も志木クラブに入会しなけれ

ば経験できなかったでしょう。ロータリーの

仲間、仲間と言っては失礼かも知れませんが、

このような親密なお付き合いができるのも、

お誘いがあり、ロータリーならではではない

かと思います。「お誘い」は多過ぎると、時に

はうっとうしく面倒になり、無いと寂しくな

ります。程々が良いのですが。しかし、この

ように楽しく良い思い出が手に入ります。又、

次に家族と行く時の下見にもなります。こん

な事を言っていると妻に「もっと遠くへ連れ

てけ！」と又叱られますね。 

 これからは、コロナ感染症の規制も緩和さ

れたので、“程々”に誘い合いながらロータリ

ーライフを楽しみましょう。 

「卓  話」     

「次年度会長アワー」 会長エレクト 市之瀨正靖 

 

 皆さんこんにちは、次年度会長を仰せつか

りました、市之瀨正靖です。 

 本日は、次年度会長アワーということでお

時間を頂きありがとうございます。 

 次年度の一年間は、これまで先輩方が築い

てきた志木ロータリークラブの歴史を大切に

し、多様な意見を聞きながら『自分らしさ』

も忘れずに活動して行きたいと考えておりま

す。宜しくお願いいたします。 

 まず初めに、次年度会長アワーに入らせて

いただく前に、5 月 5 日に石川県能登地方で

発生しました地震により被災されました方々、

またお亡くなりになりました方にお悔やみと

お見舞いを申し上げます。 

 2023 年から 2024 年度ゴードン R. マッ

キナリーRI 会長のテーマは 

『世界に希望を生み出そう』です。 

 ゴードン R. マッキナリーRI 会長は、国

際協議会の会場で「ロータリーの仕事のいく

つかは、ほかの人たちの継続的な取り組みを

サポートすることかもしれません。継続とは、

以前のリーダーたちのよいアイデアを前進さ

せることを意味します。すべての行いにおい

て多様性、公平さ、インクルージョンを促進

するためにロータリーが遂げてきたすべての

進歩を全面的にサポートしたい。変化に必要

な知識と勇気をロータリー会員に与え、行動

計画を協力して推進することはリーダーシッ

プにおける最良の継続に他ならない」と言っ

ています。 

例会は変更になる場合があります。ご確認下さい 

■新座ＲＣ 毎週(木) 12：30～13：30 ベルセゾン 事務局 048-473-7041 

■富士見ＲＣ 毎週(金) 12：30～13：30 島田ビル１F 事務局 049-251-6596 
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 2570 地区高丹秀篤ガバナーは、『希望を語

ろう －We are Rotary, together－』とテー

マを発表しました。 

 「今までの活動の“継続”とはこれまでの

リーダーのアイデアや取り組みを“前進”さ

せること、多くの場合“前進”するためには

“変化”“脱皮”すること、前進へのプラット

ホームを構築することが必要だ」と言ってい

ます。 

 高丹ガバナーは、 

１．【クラブ活性化支援】 

２．【会員の学びをサポート】 

３．【クラブと地区をより身近に】 

４．【地区活性化の行動を起こそう】 

 の 4 項目を行動計画の中で掲げています。 

 さて、次年度の当クラブの会長テーマは『調

和』としました。 

 皆さんは、『調和』と聞いてどのようなイメ

ージを持ちますか？ おそらく、「ととのって

いる、バランスがいい」といったところでし

ょうか。広辞苑には、「うまくつり合い、全体

が整っていること」と記されています。波風

たたない、なだらかなイメージがある調和を、

京セラの創業者である稲森和夫氏は、「調和と

は、自分だけでなくまわりの人々みんなが常

に幸せに生きることを願う心」と言っていま

す。私たちロータリアンの精神は、「奉仕の理

念」にあります。先輩方の知恵と経験、会員

皆様のお力をお借りしながら、地域の幸せと

笑顔が繋がるように次年度のテーマを『調和』

とし、志木ロータリークラブの活動を行って

いきたいと思っております。 

 この三年間、私たちの生きる社会は新型コ

ロナウイルスによって大きく変わりました。

新型コロナウイルスの流行で命を失うだけで

なく、多くの人が傷ついてきました。ゴード

ン R. マッキナリーRI 会長も「人と人がつな

がる機会が失われ、教育や対人スキルを身に

着ける機会を最も妨げられている世代が、子

どもや若者だ」と言っています。行動を制限

されたことで、多くの人が社会的な繋がりを

絶たれ、心に孤独を抱えた人が増えたように

思います。 

 私も三人の娘の父親ですが、これまで青少

年相談員やスポーツ少年団など地域活動に参

加させて頂いてきた中で、子どもたちとのか

かわりを持った活動をしてきました。その経

験の中で感じたことは、子どもとは、自分が

必要とされたい、自分の個性を理解し認めて

ほしい、居心地の良い場所・やりたいことを

見つけたいと願う一人の意思を持った人間だ

ということです。子どもたちの願いは人と関

わる中で育ち満たされていくのです。また、

コロナによって大切な心の育みを妨げられた

のも今の子どもたちです。今の子どもたちの

中で、うごめく問題を想像してみてください。

いじめ・不登校・貧困・ヤングケアラーなど

幾つもありますが、その中で私は心の居場所・

よりどころがなかったり、困っている時に「助

けて・手伝って」を言えない、そのサインに

気付く大人がいないことだと思います。人と

人が関わることで、相手を知り・自分を知り・

社会を知っていく、その経験を制限された結

果、今自己肯定感の低さが問題となっていま

す。自己肯定感とは、自分自身をありのまま

に認め、受け入れ、尊重し、肯定的に受け止

められる感覚のことです。この感覚があるか

どうかは、将来の仕事や対人関係、自己実現

にも影響を与えます。自分を認めるように他

者を認め、自分を尊重するように他者も尊重

できること（I’m ok, You’re ok）の感覚を子ど

もたちが持ち、明るい未来に期待できる社会

を私たち大人がその土壌を整えなければいけ

ないのではないでしょうか。 

 私は、子どもたちの夢や希望の手助け、子

どもたちが本来持っているすばらしい生きる

力を十分に発揮できるような事業を行いたい

と考えております。そのためには、会員相互

の意思疎通を図ることが大切です。お互いに

思いやりを持ちながら継続と変化をもたらし

ていきましょう。会員相互のコミュニケーシ

ョンを図るために、親睦活動・炉辺活動を進

めてまいります。 

 最後に、主語は子どもたちがとし、調和と

笑顔を大切にする一年間となるように会員皆

様のご協力を頂き努力をしてまいりますので、

ご指導ご協力をお願い致します。 

出席は会員の義務です。メークアップを忘れずに！  

■和光 21幸魂ロータリー衛星クラブ  第２第４(土) 13：00～ 和光市中央公民館 事務局 048-465-0088 

    

 2363-5◇ 

志木 RC会報 

５月 は  「青 少 年 奉 仕 月 間 」  です  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●出席報告 出席向上副委員長 武藤典夫 

会員数４８名  出席義務者４５名  免除者３名 

本日出席      本日欠席    本日出席率 

４２名          ６名       ８９．３６％ 

前々回 MU  前々回修正出席率  平均出席率 

（５名中１名）     ９１．４９%    ８７．２６％ 

会長/小林八郎   副会長/三上隆俊   幹事/吉原  正 

               会報委員会 委員長/上野剛彦  副委員長/塩野 章  委 員/林 康雄 西川和人 深澤好文 

  

◇2363-6 

５月 は  「青 少 年 奉 仕 月 間 」  です  

 


